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年頭にあたり          北海道細胞検査士会 会長  

札幌徳洲会病院  藤岡 学 
 

新年明けましておめでとうございます。謹んで新年のお喜びを申し上げます。 

 皆様におかれましては本年が実り多き素晴らしい一年になりますことを心よりお祈り申し上げます。 

 会長就任からもうすぐ 1年が経とうとしています。「Love49プロジェクト」に始まり、「検査 de フェス

ティバル」、「細胞診講習会①②」、「第 40回北海道臨床細胞学会総会および学術集会」の事業を滞

りなく活動できたのも皆様のおかげと感謝しております。また、東京で開催された第 60回日本臨床

細胞学会総会・春期大会では、北海道大野記念病院の田上稔氏が、日本臨床細胞学会技師賞（功

労部門）を受賞表彰されました。 

 2019年度の事業も残すところ細胞診わかばセミナーと細胞診従事者講習会のみとなりました。細

胞診わかばセミナーは、北里大学病院の柿沼廣邦技師にお話ししていただきます。第 32回細胞診

従事者講習会の特別講演には慶応義塾大学医学部産婦人科学教室・准教授の阪埜浩司先生に「若

年子宮体癌診療のトレンドを読み解く〜細胞診からゲノム医療まで〜」と題し、ご講演いただきます。

ワークショップでは「on-site cytology」のテーマに、臨床医、細胞検査士のそれぞれの立場からお話し

していただき、「on-site cytologyにおける感染管理」として、聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院

の草苅宏有技師にお話ししていただきます。多くの会員の皆様のご出席をお待ちしております。 

 北海道細胞検査士会は、2020年度に創立 50周年を迎えます。北海道サイトスクリーナー研究会

から始まり、サイトスクリーナー研究会北海道支部、細胞検査士会北海道支部と名称が変わり、平成

26年から現在の名称の北海道細胞検査士会となりました。また、2020年 11月 21日・22日に開催

される第 59回日本臨床細胞学会秋期大会では、初めて細胞検査士が学会長（東海大学医学部付

属病院 伊藤 仁技師）を務める大会ですので、北海道からも多くの会員の皆様のご参加をお願い致

します。 

 本年も役員一同、スムーズな会の運営と会員の皆様にとって充実した 1年になりますよう活動して

参りますので、皆様のご理解とご協力をお願い致します。 

また、新たに細胞検査士になられた皆様には、メーリングリストへの登録を是非お願い致します。 
 

メーリングリストへの登録のお願い 

 
会員への情報伝達手段の一つとしてメーリングリストを開設し、北海道臨床細胞学会や北海道細胞 

検査士会からの情報配信に利用しています。未登録の方々はご参加をお願い致します。 

メーリングリストへ登録をして頂ける方は、 

①メーリングリスト管理者（徳永 y1tokuna@d9.dion.ne.jp）までメールを送って下さい。 

【件名】は「メーリングリスト参加」として下さい。 

【本文】には、所属地区、施設名、お名前を記載し送って下さい。 

②管理者が登録をしましたら、“登録完了メール”が配信されます。 
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２０１９年細胞検査士認定試験合格者 ☆ 合格おめでとうございます ☆ 
  

 石田 裕子  北海道大学病院    北川 史彬  市立釧路総合病院 
 

高見 美奈子  江別市立病院     宗廣 真矢   ジェネティックラボ 
                                                （敬称 略） 

 

 

 合格者からの一言 

 
  「認定試験を終えて」                  北海道大学病院病理部 石田 裕子 
 

50歳を過ぎてからの受験は、衰える記憶力との闘いでしたがなんとか合格することができました。 

あきらめず指導して下さった自施設・他施設の皆様に心から感謝申し上げます。 

仕事を終えてからの学科の勉強や鏡検は大変でしたが、結果発表の日はこれまで頑張ってきてよ

かったと思える瞬間でした。忙しさに流され、何か目標に向かって頑張る・・・ということが少なくなって

いましたので今回の受験は、とてもよい経験となりました。まだ、スタートラインに立ったばかりです。 

これからも日々勉強し努力を重ねてまいります。 

 

 
 

検査 deフェスティバルに参加協力して 
 札幌臨床検査技師会主催の『検査 de フェスティバル』が、昨年の８月２５日(日曜日)に札幌駅地下

歩行空間で開催されました。北海道細胞県士会も共催し、会員１９名の参加協力を得て、がん撲滅コ

ーナーを担当しました。内容としては、乳がんの模型を使用して、実際に参加者に触ってもらい、腫瘤

の場所を探していただく触診体験やパネルやリーフレットを用いて、がん予防の啓発活動と細胞検査

士の紹介を行いました。 

 がん撲滅コーナーでは、子宮頸癌検診啓発のリーフレットを５００部配布することが出来、細胞検査

士をアピールすることが出来たと思います。                         ＜文責 椎名＞ 
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  学会見聞録 
 

                           
 

「第５８日本臨床細胞学会（秋期大会）に参加して」   
 

旭川赤十字病院 医療技術部病理課 金丸 紘弓 
 

11月 16日～17日に岡山県で日本臨床細胞学会秋期大会が開催されました。移動日の朝から旭

川では吹雪、事故を起こすのではないかと震えながら旭川空港に向かいました。岡山県に到着する

と流石は晴れの国岡山、コートなんていらないくらい暖かく、心地よい秋晴れで北海道との気候の違

いに驚かされました。 

学会では肺癌細胞診の鑑別診断や ROSE 法の技術的手法、標本・セルブロック作製時の各施設

の工夫、LBC検体の遺伝子検査への応用など、大変興味深くとても勉強になる講演を拝聴しました。 

学会 2 日目は、日本臨床細胞学会での初めての示説発表を控え、緊張で倒れそうでしたが、知り

合いの多くの方々が発表を見に来て声をかけて下さり大変心強かったです。が、やはり緊張で頭が

真っ白になってしまい、上手く返答出来ない質問もあり後悔の残る発表となってしまいました。しかし、

周りの発表者の方々の堂々とした態度や解説の仕方など非常に勉強になる事が多く、自分に力をつ

けまた発表に挑みたいという新たな目標を持つ事が出来ました。 

学会終了後は倉敷美観地区を観光し、きびだんごや岡山県産のぶどうパフェを食べました。こん

なに美味しいぶどうは食べた事がないくらい甘くてサクサクとした食感で感動し、最高の思い出となり

ました。 

今回の学会では初めての示説発表を経験し、私自身大変良い刺激を受けた学会となりました。学

んだ事を持ち帰って日々精進し、職務に努めたいと思います。 

 

             
              

来年度の学会は、春と秋共に横浜で開催されます。秋の学会は、細胞検査士が学会長を務める 

初めての学会となります。沢山の細胞検査士の方の参加をお願い致します。 

 

 

 

 

第５８回日本臨床細胞学会 

秋期大会 

 

岡 山 県 
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第４０回北海道臨床細胞学会総会並びに学術集会 終了 

 
昨年１１月２４日（日）、札幌医科大学臨床研究棟 臨床大講堂において、第４０回北海道臨床細胞学

会総会並びに学術集会が、学会長である藤田結花先生のもと、一般演題９題、スライドセミナー３症

例、教育講演１題、特別講演１題の内容で開催されました。 

 教育講演では、北海道医療大学医療技術学部臨床検査学科の丸川活司先生に、「体腔液細胞診

の特徴的所見の捉え方」と題して、体腔液細胞診の時代的な変遷や体腔液中に出現する細胞の基

本的な見方、原発巣推定等に有用な特徴的な細胞所見、今後増加していく悪性中皮腫の細胞像等

を、症例を交えて詳細にお話ししていただきました。特別講演では、北海道大学病院がん遺伝子診

断部の木下一郎先生に、「がんゲノム医療の臨床実装」と題して、２０１９年６月よりプロファイル目的

のがん遺伝子パネル検査が保険適用となり、本格的ながんゲノム医療が始まってきており、その詳

細な内容をわかりやすく解説していただきました。多数の会員の皆様の参加もあり、盛会のうちに終

了しました。                                            ＜文責 椎名＞ 

 

２０１９年度 北海道細胞検査士会 活動中間報告  
 

◎ 事務局 

 

1） 総会・役員会の開催 

  ・第 1回 役員会：2019年 5月 15日(水) 札幌医科大学附属病院 病理部 

  ・第 2回 役員会：2019年 11月 24日(日) 札幌医科大学臨床教育研究棟 共同実習室 

  ・第 3回 役員会・総会：2020年 3月 1日（日） 札幌医科大学臨床研究棟 共同実習室 

2） 第 40回北海道臨床細胞学会総会及び学術集会への協力 

  ・2019年 11月 24日(日) 札幌医科大学臨床教育研究棟 臨床大講堂 

3） 細胞検査士会都道府県代表者会議への出席 

  ・2019年 6月 7日(金) 京王プラザホテル(東京都) 藤岡会長出席 

  ・2019年 11月 16日(土)〜17(土) ホテルグランヴィアン岡山（岡山県） 藤岡会長出席 

4） その他 

  ・北海道医師会主催「北海道医療・福祉関係職能団体等意見交換会」  

2019年 7月 26日（金） 北海道医師会会館 藤岡会長・安孫子事務局長出席 

  ・北海道医師会新年交礼会への出席予定 

 

◎ 総務委員会 

 

1） 公益活動 

   ・「LOVE49街頭活動」 2019年 4月 7日(日) 札幌地下ポールスクエア(三越前広場) 12:30〜

14:00 

   子宮頸がん検診啓発資料 2000部を配布 

  ・「検査 de フェスティバル 2019」参加(札幌臨床検査技師会主催/がん撲滅コーナーを当会主催) 

 2019年 8月 25日(日) 札幌地下歩道空間 12:00～15:00  

 子宮頸がん、乳がん検診に関するパネル展示・子宮頸がん検診啓発資料 500部配布 

2） 会報発行 

  ・せるさいくる発行 2019年 8月発行 2020年 1月に発行（本号） 

3） ホームページ(HP)事業 

    ・講演会、研修会、精度管理事業案内等の情報発信、ホームページの適宜更新 



 

◎ 学術関係 

 

1） 第 27回プレパラートサーベイの実施（現在回覧中） 

2) 細胞検査士模擬試験講習会① 2019年 10月 6日（日） 札幌医科大学 D101講義室  

受講者 27名 

3) 細胞検査士模擬試験講習会② 2019年 11月 10日（日） 札幌医科大学 

C502病理組織実習室 受講者 27名 

4) 学術委員会の開催 

   ① 学術委員会会議 2019年 7月 11日(木)  

   ② 細胞診講習会①会議 メール会議を実施 

   ③ 細胞診講習会②会議 2019年 10月 1日、11月 6日  

 

今後の予定 

 

1) 学術講習会「初心者・初級者を対象とした細胞診わかばセミナー」 2020年 2月 8日(土) 

   札幌医科大学 臨床教育研究棟 2階 臨床第一講義室 

2) 第 32回細胞診従事者講習会 2020年 3月 1日(日) 札幌医科大学臨床教育研究棟     

臨床大講堂 

 

◎ 会計関係 
 



 

今後の予定 

「全国」 

○第 79回細胞検査士ワークショップ 2020年 2月 29(土)～3月 1日（日） 愛知（藤田医科大学） 

○第 79回細胞検査士教育セミナー 2020年 8月 22日（土）～8月 23日（日） パシフィコ横浜 

〇第 80回細胞検査士教育セミナー 2020年 9月 5日（土）～6日（日） 松下 IMPホール 

〇第 61回日本臨床細胞学会総会 春期大会 2020年 6月 5日（金）～6月 7日（日）        

パシフィコ横浜 

〇第 59回日本臨床細胞学会秋期大会 2020年 11月 21日（土）～11月 22日（日）        

パシフィコ横浜ノース 

〇第 62回日本臨床細胞学会総会 春期大会 2021年 6月（金）～6月 6日（日） 千葉県 

〇第 60回日本臨床細胞学会秋期大会 2021年 11月 20日（土）～11月 21日（日） 鳥取県 

〇第 63回日本臨床細胞学会総会 春期大会 2022年 6月 10日（土）～6月 12日（日） 東京都 

〇第 61回日本臨床細胞学会秋期大会 2022年 11月 5日（土）～11月 6日（日） 宮城県 

 

「北海道」 

○学術講習会「初心者・初級者を対象とした細胞診わかばセミナー」 2020年 2月 8日(土) 

   １４：００～１６：００ 札幌医科大学 臨床教育研究棟 2階 臨床第一講義室 

   講師：北里大学病院 病院病理部 柿沼 廣邦 技師 

○第 32回細胞診従事者講習会 2020年 3月 1日(日) ９：００～１７：００  

札幌医科大学臨床教育研究棟 臨床大講堂  

第２５回プレパラートサーベイ報告 

特別講演：「若年子宮体癌診療のトレンドを読み解く～細胞診からゲノムまで～」  

慶應義塾大学医学部産婦人科学教室・准教授 阪埜 浩司 先生  

   ワークショップ：「肺・消化器領域の on-site細胞診・感染管理」 

○北海道細胞検査士会総会： 2020年 3月 1日（日） 札幌医科大学臨床教育研究棟 臨床大講堂 

 

＊講習会の詳細な内容や申し込み方法等は、北海道細胞検査士会ホームページ又

はメーリングリストにて随時ご案内する予定です。 

 

＜編集後記＞ 

令和に年号が変わり始めての年越し、皆様いかがお過ごしでしょうか？例年になく北海道全体的

に雪が少なく、雪かきをしない日々が続き腰には優しく楽で助かっています。スキーやスノーボード

等のウインタースポーツを楽しみにしている方にとっては辛い冬になっていますね。インフルエンザも

流行ってきていますので、体調管理には十分に留意し、冬の露天風呂やグルメ等を満喫できればと

思っています。 

今後も、研修会等の情報を積極的にホームページやメーリングリストを活用し、会員の皆様に随時

お伝えできればと思っております。今後も皆様のご支援と、会の活動にご協力をお願い致します。                              

（総務 椎名） 


